
おおふなと市民ミーティング 第１回グループワークまとめ ≪１グループ≫ 

１ 男女共同参画が進んだ 10年後の大船渡市は 

どのようになっているか 

２ 男女共同参画が進まない 10 年後の大船渡市はどの

ようになっているか 

３ 現在の自分の周りの男女共同参画の状況は？  

『明るい未来』となっている 

【家庭では】 

・できる人がやれることをやっている 

・感謝を伝え合っている 

・一人一人を尊重している 

・家庭においても個人の選択を許容している 

【地域では】 

・多様な家族のあり方を知る、受け入れている 

・興味、関心を持つ人が多くなっている 

・活気のある社会となっている 

・職場や学校の場で選択肢が多くなっている 

・幼少期から主体的に選択する機会がある 

・自分の考えを発信している 

・世界の広さに気づく、視野を広げている 

 

『暗い未来』となってしまう 

【家庭では】 

・女性が疲弊してしまう 

・男性は孤立してしまう 

・お互いに感謝できない 

・個人が尊重できない 

・多様な家族を受け入れられない 

・選択肢が減らされてしまう 

【地域では】 

・変化は人任せになってしまう 

・他人事となってしまう 

・社会の問題に関心のない人ばかりになってしまう 

・ひとりひとりの得意にあった行動ができない 

・主体的な行動や、できる機会が少なくなってしまう 

・大船渡で自分の世界が終わり、外の世界を知らない 

【家庭では】 

・実は役割分担や決まりごとって大事？ 

・自分のことは自分でできるのに… 

・女性が家事をしていて、家族がそれをよしとしている 

・結婚葬式に女性が裏方をしている 

・ある意味効率的な儀式になる 

・女性同士が助け合い、支え合っている 

・男性社会の中でヒエラルキー担当となっている 

・良いところは男から（風呂、食事） 

・大黒柱など、男性は男性で役割・責任がある 

・男性は酒飲み、その横で女性が働く（時には体罰も） 

・周りの変化を受け入れられない 

・体裁や周りの目を気にしている 

・性別に関係なく、得意を生かせたらいい 

【地域では】 

・市民ミーティングへの参加者が少ない（関心が低い） 

・女性の主体性を重んじていない 

・性別に関わらず主体性に欠けている 

・町を自分でよくするために動く人が少ない 

・不満を次の行動に生かせない 

・変わることが面倒くさい 

・自分がしてきた人生を次世代にも押し付けたい 

・身の周りのことで精一杯となり、新しい仲間もできな

い状況 

１グループのまとめ 

２つの区分として、【家庭】と【地域】に分けて話し合った。 

現在の【家庭】では、昔からある感覚や慣習について、例えば冠婚葬祭や家事における役割分担が、あからさま

に男女で分かれている状況にある。また、【地域】の方は、市民の関心が低いためか、このような話し合いの場への

参加者が少なく、主体性の不足、変化を嫌う傾向、身の周りのことで精一杯な状況であるなどの意見が出された。 

現在をベースとして考えると、【家庭】では、性別に関わりなくお互いに感謝をし、家族内での多様な貢献と、１

人１人を尊重できる状況になることで、男女共同参画が進んだ未来になると思われる。反対に、取組が進まないと、

女性はただただ疲弊していき、男性はそれに伴ってどんどん孤立していく。また、人生における選択肢がどんどん

減っていき、大船渡では個人が存続できなくなっていく、進まない未来に繋がっていくのではないかと思われる。 

【地域】では、男女共同参画が進んだ未来では、男女共同参画の取組に興味を持つ人が増えたり、話し合いの場

などへの参加者が増えたりすることで、非常に活気のある社会に繋がっていくことや、多様性を受け入れるように

なっていくと思われる。反対に、社会問題に関心がないとすべて他人事となり、主体的に行動する機会が作れなく

なっていき、大船渡という１つの町の中だけで完結してしまい、外の世界を全然知らない、少し残念な進まない未

来が待っているのではないかと思われる。 



 

 

 

 

１グループ 



おおふなと市民ミーティング 第１回グループワークまとめ ≪２グループ≫ 

１ 男女共同参画が進んだ 10年後の大船渡市は 

どのようになっているか 

２ 男女共同参画が進まない 10 年後の大船渡市はどの

ようになっているか 

３ 現在の自分の周りの男女共同参画の状況は？  

・市民ミーティングが活発になり、気さくに話せる場に

なっている 

・若者も活発に活動できている 

・女性議員が半数以上になっている 

・企業のリーダー増えている 

・賃金格差が解消している 

・男も女も皆でお金を稼いで育児・介護をしている 

・第●次ベビーブームが到来している 

・同性婚も含め、結婚の選択肢が増えている 

 

・市民ミーティングもない 

・町に戻ってくる人もいなくなってしまう 

・人口減少も進んでしまう 

・地域のコミュニティも減ってしまう 

・議員も男性ばかりになっている 

・ＬＧＢＴＱ（性的少数者）の相互理解も進まなくなっ

てしまう 

・過ごしにくい社会となってしまう 

・負の連鎖となってしまう 

 

・送り迎えなど、親の介護は「娘」の役割 

・親⇔学校の連絡先は「お母さん」それが当たり前と思

っていた 

・ごはん支度・片付けをするのは自分だけ 

・出産・育児もある、仕事もある、どうしたら？ 

・女性ばかり役割が増えている 

・核家族が多い 

・世帯収入➘物価➚どうしたら 

・地域活動の担い手の高齢化 

・ＬＧＢＴ言い出しづらい 

・ＬＧＢＴＱもっと議論してほしい 

・議員、女性もＬＧＢＴＱ当事者も少ない 

・「身を固める」という言葉やプレッシャー 

・考え方をシフトチェンジしていかなきゃいけない 

・過渡期にある 

 

２グループのまとめ 

現在の状況として、学校からの連絡先は母親であるとか、親の介護は女性の役割になっているとか、女性にばかり役割が増えていて、それが普通ではなく当たり前である

と、無意識のうちに性別による役割があると思い込んでしまっていることに気づいた。出産・子育てや仕事と、他にも女性が抱える仕事が多くあるため、現状では出産・子

育てがしづらいのでは、という意見も出された。また、地域社会では、活動する人がどんどん高齢化していて、ＬＧＢＴＱなどの話題も言い出しづらいし、本当に議論すべ

きだと思っている。 

男女共同参画が進まない 10年後は、どんどん人口が、特に若い人が減っていくと思われる。例えば、進学などで市外に出ても、社会人になったとき戻ってくる人がいな

くなる。戻ってくる人がいないということは、ＬＧＢＴＱの相互理解が進まなかったり、議員が男性ばかりのままだったりと多様化が進まず、市民ミーティングなどもな

く、さらに戻ってこようと思う人がいなくなったりと、負の連鎖がずっと続いていってしまうと思われる。 

反対に、男女共同参画が進んだ 10年後では、おおふなと市民ミーティングがより活発になっていき、気さくに話せる場となっている。市議会議員も女性議員が１人しかい

ないが、増えているとよい。大船渡市民が性別に関わらず、みんなで稼いで生活して、そして子どもも増えて、それが若者の活発な活動に繋がることで、誰もが生きやすい社

会になっていくのかなと思っている。 

現状では、女性の役割だったり言い出しづらい社会だったりというのがまだまだある。男女共同参画が進んだ 10年後の社会となり、活発な地域になっていければよいと思

っている。 



 

 

 
 

 

 

 

２グループ 



おおふなと市民ミーティング 第１回グループワークまとめ ≪３グループ≫ 

１ 男女共同参画が進んだ 10年後の大船渡市は 

どのようになっているか 

２ 男女共同参画が進まない 10 年後の大船渡市はどの

ようになっているか 

３ 現在の自分の周りの男女共同参画の状況は？  

・男の人たちによる男女共同参画社会の会議が盛んに行

われている 

・男女の枠にとらわれなくなっている 

・働ける場所で長く働いている 

・賃金が高くなってほしい 

・相手を変えるではなく自分がどうするか、認め合う社

会となっている 

・自分らしく生きていける 

・この町に戻ってきたい！と思える町になっている 

 

・Ｕターンする子どもがいなくなってしまう 

・若者がいなくなってしまう 

・子どもがいなくなってしまう 

・学校もなくなってしまう 

・お店もなくなってしまう 

・介護してくれる人がいなくなってしまう 

 

・男女などの性別による問題がある 

・賃金格差がある 

・働く場所が少ない 

・女性の社会進出 

・少子化が進んでいる 

・ＤＶに関する問題がある 

・環境（生まれ育ち）の違いが土台にある 

 

３グループのまとめ 

１グループ、２グループと同じような意見が出され、現在において、働く場所がないことやＤＶ、少子化、女性の社会進出、賃金格差などについて話し合った。 

参加者のうち、男女共同参画の取組に関わった経験を持つ人が、この市民ミーティングにおいて新たな「気づき」を得たとの発言があった。それは、生まれた環境が違う人

たちが一緒に住む、家族になる、学校で一緒になる、その生まれ育った環境や土台が違う人が一緒にいることで、人と人の間に歪みが生じて、それにより生きづらさとかを感

じるようになるということ。人がこの町でどう生きていくかを考えたときに、１人１人が他者への思いやりや感謝の気持ちを持つことで、男女共同参画社会が作られていく

と思われる。 

 男女共同参画が進んだ 10年後の大船渡は、男女という性別の枠にとらわれなくなっているだけではなく、お年寄りや子どもたち、ＬＧＢＴＱの人や不登校の子どもなど、

個々の枠に括らなくても、誰でも自分の言いたいことが言える社会になっていたらいい。若い人たちが、一度は市外に出ても、やはり大船渡がいいなと思って戻って来たり、

自分がどういうふうに変わっていくことができるかという選択を１人１人が考えたりして、それを認め合える社会になっていけたらいいと思う。 

男女共同参画が進まない 10年後の大船渡は、子どもがいない、学校もない、若者もいない、Ｕターンする人もいなくなり、何もない町になってしまう。自分たちが年を取

ったときに介護してくれる人もいなくて、居場所や生きる場所もない社会になってしまい、気仙３市町が合併した新しい自治体ができているのでは、という意見も出された。 

話し合いを通して、一番感じたのは、男女共同参画社会の課題と少子高齢化という社会問題がすごく結びついているということ。小学生のときは、男子・女子という枠に関

係なく過ごしていたのに、年齢が上がっていくにつれて、男女としての役割などを意識する機会が増えるように思う。男女共同参画社会を自分の地域と重ね合わせると、人口

減少ともすごく結びついている問題であるとも思う。環境の違いが１人１人の土台になっていると感じたので、近隣市町を含め、これからの大船渡市をよりよくするために

は、やはり若者の力というか、若者が戻ってきたいと思える町にすることが大事だと思う。若者の意見を積極的に聞ける場を作り、主体的に活動する人が増えてほしいし、学

校生活などにおいても主体的な活動は少ないため、自分から意見を発信していき、少しでも社会に反映されるようにしていきたいと思っている。 

 



 

 

３班 


